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では 0.5 r/m1 を越えなかった。三相波の分析は，かなり連続して出現せる 10例で，最も著明に出現して
いる請導より 50個の三相波について，三相波全体として，及び各相毎のJbJWj と振巾を計測した。又若干例
では後頭部遅延(前頭部に対する後頭部の位相のずれ)を求めた口
各種肝疾患忠者で三相波を認めたのは，肝性脳症59例中32例， 34回で， It1 6 回は塩化アンモン負荷によ










三相波の周期は249-960 msec. の範囲にあり，平均周波数に換算すると 1.2-2.7c/s に相当する。 各
相に分けると第 3 相が最も長く，第 1 相が最も短い。
三相波の振巾は42-250μv. であるが， その度数分布では100-150μv. に頂点を有することが多い。
各相についてみると第 2 相の平均振巾が 45 土 12-107土 15μv. で最も大きく， 第 1 相と第 3 相の l珂係は
不定である。
前頭部に対する後副部の位相のずれをみると，過半数が後頭部で多少の遅延を不し，約%は 33 msec~ 
上の著明なずれを示したが，稀には逆に前頭部の方が遅延する事があった。
非肝J!k J，品 J志者の脳波において， iQ;識明瞭な n寺は勿論，意識障害を認めた51例でも， かかる三相波の出現
はみられなかった。
2) 助物実験 2 -3kg 雄家見25匹を用い，大脳新皮質のほか届桃核，海馬，視床， Ij 1脳網総体より脳波
を I首謀した。大量肝切除(全肝の70-80%) 後脳波は次第に周波数を減じ， 4 -32時間(平均12時間) で
14例において三相波に類似した波型の出現を認めた。この波は l時に spike and wave 或いは double spike 





1. 三本日波は!XJ 1 [~性，第 2 陽性，第 3 陰性の 3 つの波よりなるよ主合波型 (極性が辺になる事もある)
で，肝性脳症の際に)民々出引する。常に患者は高アンモニア血を伴なう高度の肝障害を有し， 多少とも意
識は似濁する。
2. 三本日波は左右同 JtJjして前副優位であらわれ，後頭部より前頭部が先行する事が多い。 その周波数は
1.2-2.7 cjs で d 波の特殊波型に!同し，高電位である。第 1 相は小さく，第 2 相が最も大きく， 第 3 相
は小さく，ゆるやかである。
3. Jj〈見で大量肝切除後， drowsy になり血中アンモニアが上昇する l時J~J に民々三本日波類似の波型が出
現する。この場合も左右同l~J して前頭優位を示し，その出現は新皮質に|担られ，深部 iこは波及しない。iE
治家見に塩化アンモンを注射して起した高アンモニア血では，かかる波型は誘発されない。
4. 以上より肝性脳症にみられる三相波は，大脳新皮質，特に前頭部が最も著明で， 意識|ヰ占を起す椋
な高度の肝不全の状態においてのみ出現すると思われる。高アンモニア血は合併するが高アンモニア血の
みでは三相波は出現せず，或程度の意識障害の存在が不可欠の要因になると思われる。
-236 ー
論文の審査結果の要旨
本論文は，多数の各種肝疾忠忠者の脳波より三相波の出現する症例を選び， その出現条件を決定すると
共に，三相波の波型を計測分析してその基準を確立した。更にこの基準をそなえた三相波の肝性脳症にお
ける特異性を検討し， 加えて動物実験により大量肝切除後の家兎の脳波に三相波類似波型の出現を確認し
て，その発生機作に考察を加えた。即ち， 肝疾忠忠者において，三相波の出現する必須条件は，重篤なる
肝障古とそれに伴う志識障害の存在であって，高アンモニア血はその出現を促進するが， それのみで三相
波が出現することはない。肝性脳症にみられる三相波の基準に合致する波型が， 非肝疾患には認められな
いことより，かかる三相波の本症における特異性を証明した D 実験的研究において大量肝切除の家元の脳
波にみられた三相波類似波型は， 正常通ミ兎に塩化アンモンを注射して起した高アンモニア血では出現せず
臨床例にみられる三相波と出現時期，出現級相よりよく合致し，この波が大脳新皮質にのみ出現し， しか
も前頭部で最も著明であることを明らかにした。
本研究は，三相波の基準の確立により肝性脳症の診断上脳波の有用性を一段と高めるものであり， その
発生機作にも興味ある成績をえたもので意義深いものといえよう。
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